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▲受賞報告をした佐藤さん（右）と高橋さん（左）

令和元年度秋田県民俗芸能功労者表彰を受賞した
「阿仁からめ節保存会」顧問の佐藤昭春さん（90歳・
阿仁上新町）と「綴子大太鼓上町保存会」顧問の高
橋兵二さん（89歳・綴子上町）が、11月28日に市
役所を訪れ、津谷市長に受賞報告をしました。この
賞は、長年にわたる民俗芸能活動において、顕著な
功績をあげた方を表彰しているものです。
　佐藤さんは「阿仁からめ節」の歴史研究に取り組
まれたほか講演時の唄や踊りの解説、後継者育成に
尽力されました。また、高橋さんは、永年の舞手や

太鼓の打ち手として活躍された後、世話役として保
存会の活動に貢献されました。～阿仁からめ節保存会・綴子大太鼓上町保存会～

まなぼう・あそぼう・つたえようまなぼう・あそぼう・つたえようまなぼう・あそぼう・つたえようまなぼう・あそぼう・つたえよう

▲学習の成果を発表した「ギター教室」の皆さん

「生涯学習フェスタ2019」が、12月15日に市民
ふれあいプラザで行われ、講座団体などが日頃の学
習成果を披露しました。
　会場では、きらフェス実行委員会の協力による
「WA ROCK」や七日市公民館「わら細工講座」や
坊沢公民館「そば道場」などの体験コーナーが設置
され、多くの来場者でにぎわいました。
　また、ステージ発表では、秋田北鷹高校「家庭ク
ラブ」が研究発表を行ったほか、コムコム定期講座
「ゼロからはじめるアコースティックギター教室」

の皆さんがギター演奏を披露し、会場を盛り上げま
した。～生涯学習フェスタ2019～

生涯学び続ける姿勢を大切に生涯学び続ける姿勢を大切に生涯学び続ける姿勢を大切に生涯学び続ける姿勢を大切に

▲学習会で知識と一緒に絆を深めた交流会

森吉大学と合川ことぶき大学の学習交流会が、
11月26日に森吉コミュニティセンターで行われ、
上小阿仁村の高齢者大学の学生も交え、地域を越え
た交流を図りました。
　学習会では、市教育委員会生涯学習課の長岐孝生
課長を講師に迎え「北海道・北東北の縄文遺跡群世
界文化遺産登録をめざして～想いをつなぐ！ RUN
の挑戦」と題した講演を行いました。長岐課長は世
界遺産への気運を高めるため、今年の７月から８月
にかけ17史跡群を走って巡った時の体験を伝える

とともに「13年越しの取り組みがやっと結実しよ
うとしている。これまでかかわってきた方々に敬意
を表したいと話していました。

～三高齢者大学（森吉・合川・上小阿仁）学習交流会～
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日
時　

２
月
１
日（
土
）10
時
〜
12
時

会
場　

伊
勢
堂
岱
縄
文
館

講
演　
『
日
本
列
島
の
縄
文
文
化
』ほ
か

講
師　

水
ノ
江　

和
同　

さ
ん

　
　
　
（
同
志
社
大
学
教
授
）

参
加
費　

無
料（
先
着
50
人
）

※
２
月
８
日（
土
）も
開
催
予
定
で
す
。

日
時　

１
月
23
日（
木
）10
時
〜

会
場　

合
川
公
民
館

講
師　

若
松　

亜
紀
さ
ん　
　
　
　
　
　

　
　
　

(

秋
田
県
児
童
会
館　

副
館
長
）

定
員

15
人（
先
着
順
・
要
予
約
）

申
込
締
切　

１
月
20
日（
月
）

日
時　

１
月
22
日（
水
）15
時
〜

会
場　

合
川
公
民
館

講
師　

秋
田
県
信
用
組
合

　
　
　

理
事
長　

北
林　

貞
男
さ
ん　

参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

日
時　

１
月
17
日（
金
）13
時
30
分
〜

会
場　

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　

金　

新
佐
久
さ
ん　

ほ
か

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

１
月
15
日（
水
）

※
森
吉
大
学
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

準
備
の
都
合
上
、申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
募

集
を
行
い
ま
す
。現
在
利
用
さ
れ
て
い
る

方
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、入
会

希
望
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

対
象
児
童　

日
中
保
護
者
が
留
守
に
な
る

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

提
出
書
類　

①
入
会
申
込
書
②
児
童
票

申
込
締
切　

１
月
31
日（
金
）

※
提
出
書
類
は
、各
児
童
ク
ラ
ブ
、各
公
民

館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
未
来
を

時
間
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
（
紡

ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
今
泉
駒
踊
り
郷
土
芸
能
保
存

会
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？

　

今
泉
駒
踊
り
の
保
存
と
継
承
を
行
っ

て
い
ま
す
。
合
川
地
区
の
八
幡
岱
か
ら

七
座
村
の
各
地
区
に
伝
承
さ
れ
、
今
泉

駒
踊
り
が
成
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
旧
鷹
巣
町
の
中
で
、
駒
踊
り
が
あ

る
の
は
珍
し
い
で
す
。
古
く
は
獅
子
踊

り
も
あ
り
、
昭
和
60
年
代
ま
で
は
奴
踊

り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
駒
踊

り
の
み
を
伝
え
て
い
ま
す
。
演
目
は

ぶ
っ
込
み
、
場
つ
く
り
、
五
拍
子
、
さ

ん
ば
、
ひ
ざ
折
り
、
お
か
ざ
き
、
七
五

三
の
肩
乗
り
で
す
。

　

大
正
時
代
の
大
火
で
衣
装
や
道
具
を

失
っ
た
こ
と
で
駒
踊
り
は
途
絶
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
大
火
の
前
の
踊
り
経
験

者
達
と
私
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
準
備
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
近
所
で
奇
跡
的
に
馬

頭
が
２
つ
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
２
つ
は
今
で
も
修

理
し
な
が
ら
使
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
37

年
か
ら
私
も
今
泉
に
住
み
、
高
校
生
を

つ
れ
て
練
習
し
、
駒
が
２
頭
か
ら
６
頭

に
増
え
ま
し
た
。
昭
和
40
年
以
降
に
、

国
体
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
秋
田
博
、
全
国
植
樹

祭
な
ど
に
出
演
し
、
好
評
だ
っ
た
こ
と

は
い
い
思
い
出
で
す
。

　

私
は
長
い
間
、
会
長
を
努
め
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
あ
る
時
に
は
、
踊
り

手
が
少
な
か
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
８
名
以
上
の
踊
り
手
や
、
笛
、

太
鼓
も
し
っ
か
り
と
伝
承
さ
れ
若
い

方
々
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
会
長
を
退
き
ま

し
た
。
今
後
は
若
い
会
長
の
も
と
で
、

人
数
の
多
い
少
な
い
で
は
な
く
、
伝
統

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
泉
駒
踊
り
は
、
毎
年
８
月
13
日
頃

に
集
落
内
で
披
露
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑲

今
泉
駒
踊
り
郷
土
芸
能
保
存
会

簾
内　

文
雄
さ
ん（
今
泉
）◀
写
真
右
側

　

生
涯
学
習
係  

☎
62‐

１
１
３
０

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
募
集

申
問

　

文
化
係  

☎
62‐

６
６
１
８

伊
勢
堂
岱
縄
文
館
講
座
を
開
催

申
問

森
吉
公
民
館
☎
72‐

３
２
５
９

申
問 森

吉
大
学
公
開
講
座
「
米
内
沢
発

ー
ふ
た
つ
の
県
民
歌
を
め
ぐ
る
物
語
」

合
川
公
民
館
☎
78‐

２
１
１
４

申
問 合

川
公
民
館
子
育
て
応
援
塾

「
い
い
と
こ
探
し
で
う
ま
く
い
く
！
」

合
川
公
民
館
☎
78‐

２
１
１
４

申
問 第

１
６
３
回
合
川
公
民
館
ろ
ば
た
講
座

「
秋
田
信
用
組
合
地
方
創
生
の
取
り
組
み
」

▲児童クラブの様子


